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背景

⽶の流通に関する現状認識
 需要減少による供給過多が続く状況
 取引価格のマクロ的な需給バランス連動が⾒えにくい
 品質の評価が価格に反映されにくい流通構造

⽶の現物市場を開設し、⽶価の安定を狙いたい
 ⽣産者が「⾃分で価格を決めて」販売できるマーケット
 実需者が「ニーズに合ったコメを探して、価格交渉して調達できる」市場
 産地×品種銘柄 だけではない基準（品質）で⽶の価格が決まる市場
 ⼩ロットの⾼付加価値⽶（特栽、減農薬、有機など）も取引できる市場

⽶⽣産の持続可能性を担保するにはどうすればよいか︖

⽶の余剰取引は当然として、付加価値訴求で
⽶の価値や対価を⾼めるための市場をつくりたい
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「みらい⽶市場」が創出する価値

米価の
安定・向上

生産者が
価格決定

購入者による
買取条件提示

価格指標の
提示

大ロット取引
にも対応

生産者の価値

流通業の価値

収支の安定化

利益確保・創造

販路開拓・多様化

価格戦略立案

安定調達

高付加価値米調達

品ぞろえの充実

有機・特栽等の
マッチング

セリ取引
予約相対取引

両方可能

仕入れ先の開拓
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「みらい⽶市場」の仕組み

みらい⽶市場
（別会社を設⽴）

品質情報（⾷味計、成分、穀粒判別機データ）
⽣産情報（⽣産履歴、耕作⾯積、⽣産量）
⽣産者情報（エコファーマー、GAP認証）
マーケティング情報（ブランド情報、販促物）

情報付与 オーダー形式①ʻ②ʼ

連携

①出品

③⽀払 決済

②購⼊

④⼊⾦確認通知

⑤出荷・納品
⑥検品

⑦⽞⽶受取通知

取引先評価
レーティング

取引先評価
レーティング

①´注⽂②´応諾

売り⼿
⽣産者

（⼩規模〜⼤規模）
⽣産法⼈、出荷団体

⽶卸

買い⼿
出荷団体・卸・

実需等

直接決済も可

オークション形式①②

（決済機関）
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「みらい⽶市場」の画⾯イメージ
買い⼿側から⾒たオークション出品中の商品イメージ

セリ販売

品種：コシヒカリ
産地：○○県○○市
産年：令和3年度産

15,000円／俵～現在価格：

入札する

数量：4,560／6,080kg
紙袋30.4kg × 150袋

詳細を見る

出品ID：XXXXXXX01234

納期：即出荷可能
引取期限：契約後10ヵ月

# JAS有機 # GAP取得

#農産物検査済

★★★★☆ 4.26

# １等級

#食味値80以上

最小ロット：１俵

希望品種：コシヒカリ
希望産地：特になし
産年：令和5年度産

12,000円／俵希望価格：

希望数量（最低）：20,000kg

詳細を見る

購入ID：XXXXXX01234

決済：agreach決済

#次年度契約 #特別栽培希望

★★★★☆ 4.10

# １等級希望 交渉・相談する

買い注文

希望数量（最高）：1,000,000kg
最低取引ロット ：10,000kg

納入条件： 10,000kg単位、分納希望
荷姿： フレコン（推奨フレコン）

#

売り⼿側から⾒た買い⼿のオーダー取引のイメージ

匿名出品と

匿名落札
可能

出品票で
詳細を確認

売買ボードで

入札状況を見ながら
入札可能

特徴を「タグ」で
検索可能
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「みらい⽶市場」のサービスと価格

現在、検討しているサービスと価格は以下の通り

取引のトランザクションに課⾦
 販売価格の0.5〜1.0％を販売者から徴収
 10t未満の取引…1％ 10t以上の取引…0.5%

１．玄米の取引

２．受発注の伝票レス（EDI化）

３．与信・決済システム提供

４．相場等の分析情報提供

現物市場で購⼊した⽶の取引には付帯サービスとして無償提供
最終的には、この仕組みのみ、⽉額課⾦サービスとして、外部販売も検討

こちらで⽤意する決済サービスを使う場合、⼿数料として取引時に⾃動徴収
決済額の2%程度を販売者から徴収（oneplat社の与信と⾦利による）

本市場での取引結果をもとに価格相場・指標を算出
相場情報は⼀般公開を⾏う
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「みらい⽶市場」による価格相場情報の提供

検討の⽅向性
① 匿名化した取引結果データから、価格相場・指標を分析・算出
② ⽣産者による再⽣産が可能な価格を考慮する必要がある
③ 検討にあたっては、業界関係者を集めたワーキング・グループを作成
し、議論を⾏い、ロジックなどを確定する

④ 取扱量が少ない中で指標をどう作るのか検討を⾏う（⼤きなロットで
の取引データを伝票電⼦化などを通じて提供いただくことも検討）

公表⽅法（案）
① ⼀定期間の取引総量
② ⼀定期間の取引価格帯（⾼値・中値・安値）
③ 品質・産地・品種・⽣産者属性別の参考相場表
※ ③については計算ロジックも公開

新たな⽶の価格指標・価格相場を構築することを⽬指し、⽶市場の取引データ等
から、相場等の分析情報提供を提供する
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